
２－１ 北海道地方とその周辺の地震活動（2018年11月～2019年4月） 
Seismic Activity in and around the Hokkaido District（November 2018 – April  
2019） 

 
気象庁 札幌管区気象台 

Sapporo Regional Headquarters, JMA 
 
今期間，北海道地方とその周辺でM4.0以上の地震が95回，M5.0以上の地震は16回発生した．震央

分布及び主な地震の発震機構解を第1図(a)及び(b)に示す．これらのうち，最大のものは2018年11月5
日04時26分に国後島付近で発生したM6.3の地震であった． 

主な地震活動は以下のとおりである． 
 
（1）「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動（今期間の最大M5.8，最大震度6弱，第2図(a)~(o)） 

2018年11月14日19時07分に胆振地方中東部の深さ32kmでM4.7の地震（最大震度4），2019年2
月21日21時22分に胆振地方中東部の深さ33kmでM5.8の地震（最大震度6弱）が発生した．いずれ

の地震も「平成30年北海道胆振東部地震」の一連の活動で，陸のプレート内で発生した．11月14
日の地震の発震機構は東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断層型，2月21日の地震の発震機構は

東西方向に圧力軸を持つ型である． 
「平成30年北海道胆振東部地震」の地震発生数は緩やかに減少しているが，地震活動は継続し

ている．2018年11月1日から2019年4月30日までに震度1以上を観測した地震は37回（最大震度6弱：

1回，最大震度4：1回，最大震度3：3回，最大震度2：10回，最大震度1：22回）発生した． 
 

（2）オホーツク海南部の地震（M6.1，最大震度2，第3図） 
2018年11月2日20時01分にオホーツク海南部の深さ487kmでM6.1の地震（最大震度2）が発生し

た．この地震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構（CMT解）はプレートの沈み込む方向

に圧力軸を持つ型である． 
 

（3）国後島付近の地震（M6.3，最大震度4，第4図） 
2018年11月5日04時26分に国後島付近の深さ20kmでM6.3の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は陸のプレートの地殻内で発生した．発震機構（CMT解）は西北西－東南東方向に圧力軸を

持つ逆断層型である． 
 

（4）十勝地方南部の地震（M5.3，最大震度4，第5図） 
2018年12月30日04時08分に十勝地方南部の深さ51kmでM5.3の地震（最大震度4）が発生した．

この地震は太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した．発震機構は北西－南東方向に圧力

軸を持つ逆断層型である． 
 
（5）根室半島南東沖の地震（M6.2，最大震度4，第6図(a)～(d)） 

2019年3月2日12時22分に根室半島南東沖の深さ33km（CMT解による）でM6.2の地震（最大震

度4）が発生した．この地震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構（CMT解）は南北方向

－ 21 －



に張力軸を持つ横ずれ断層型である．  
 
（6）釧路沖の地震（M5.1，最大震度3，第7図） 

2019年4月15日05時28分に釧路沖の深さ43kmでM5.1の地震（最大震度3）が発生した．この地

震は太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した．発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持

つ逆断層型である． 
 
（7）十勝地方南部の地震（M5.6，最大震度4，第8図） 

2019年4月28日02時24分に十勝地方南部の深さ102kmでM5.6の地震（最大震度4）が発生した．

この地震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構はプレートの沈み込む方向に張力軸を持つ

型である． 
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第1図(a) 北海道地方とその周辺の地震活動（2018年11月～2019年1月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic Activity in and around the Hokkaido District (November 2018 – January 2019, M

≧4.0, depth≦700km). 

第1図(b) つづき（2019年2月～4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b)  Continued (February - April 2019, M≧4.0, depth≦700km). 
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図２－４ 領域ａ内の M-T 図及び回数積算図 

２月 21 日 胆振地方中東部の地震（「平成 30 年北海道胆振東部地震」の地震活動） 

（１）概要 

2019 年２月 21 日 21 時 22 分に胆振地方中東部の深さ 33km で M5.8 の地震が発生し、厚真町で震度
６弱を観測したほか、北海道から東北地方にかけて震度５強～１を観測した。気象庁はこの地震に対
して、地震波の検知から 4.7 秒後の 21 時 22 分 51.1 秒に緊急地震速報（警報）を発表した。この地
震は陸のプレート内で発生し、発震機構は東西方向に圧力軸を持つ型である。この地震により、軽傷
６人、住家一部破損１棟の被害が生じた（３月１日 17 時 30 分現在、総務省消防庁による）。 

札幌管区気象台及び室蘭地方気象台は、震度５強以上を観測した震度観測点及びその周辺を中心に、
気象庁機動調査班（JMA-MOT）を派遣し、震度観測点の観測環境の変化の有無及び震度観測点周辺の
被害や揺れの状況の確認のため被害状況調査を実施した。その結果、震度観測点の観測環境に異常は
認められなかった。また、札幌管区気象台及び室蘭地方気象台は地方公共団体の防災対応を支援する
ため、北海道庁、胆振総合振興局、厚真町役場、安平町役場、むかわ町役場に気象庁防災対応支援チ
ーム（JETT）を派遣した。 
 今回の地震は「平成 30 年北海道胆振東部地震」の一連の活動である。2019 年４月末現在、「平成
30 年北海道胆振東部地震」の地震発生数は緩やかに減少しているが、地震活動は継続している。「平
成 30 年北海道胆振東部地震」による被害状況を表１－１、震度１以上の最大震度別地震回数表を表
１－２に示す。 
 

（２）地震活動 

ア．地震の発生場所の詳細及び地震の発生状況 

 2019 年２月 21 日 21 時 22 分に胆振地方中東部の深さ 33km で M5.8 の地震（最大震度６弱）が発生
した。この地震は「平成 30 年北海道胆振東部地震」の活動域内の北部で発生した。この地震の発生
以降、２月 28 日までに震度１以上を観測した地震が６回（最大震度３：１回、震度２：２回、震度
１：３回）発生した。このほか、2018 年 11 月以降では、2018 年 11 月 14 日に M4.7 の地震（最大震
度４）が発生した。この地震の発震機構は、東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断層型である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１ 震央分布図 
（2018 年９月６日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～60km、M≧2.0） 
２月以降の地震を赤く表示、吹き出しは M5.0 以上の地震 
茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 

ａ 

石狩低地東縁断層帯 

 南部 

石狩低地東縁断層帯 

 主部 

 
図２－２ 領域ａ内の断面図 

（東西投影） 

図２－３ 領域ａ内の時空間分布図（南北投影）

最大規模の地震 

今回の地震 

今回の地震 
西 東 

北 

南 
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第2図(a) 「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動（2018年11月～2019年4月） 
Fig. 2(a)  Seismic activity of The 2018 Hokkaido Eastern Iburi Earthquake (November 2018 – April 2019). 



 

 

イ．発震機構 

 1997 年 10 月１日から 2019 年４月 30 日までに発生した地震の発震機構を図２－５に示す。周辺で
発生した地震は発震機構が概ね東西方向に圧力軸を持つ型が多い。2019 年２月以降に発生した地震の
発震機構を図２－６に赤で示す。今回の地震は東西方向に圧力軸を持つ型であり、これまでの活動と
調和的であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ．過去の地震活動 

 1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ｃ）では、これまで M5.0 以上の地震が
時々発生している。また、今回の地震の震央から南東に約80km離れた場所で発生した「昭和57年（1982
年）浦河沖地震」では、負傷者 167 人などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－５ 発震機構分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～60km、M≧4.0） 
2019 年２月以降の地震を赤く表示 

ｂ 

 

ｃ 

図２－８ 領域ｃ内の M-T 図図２－７ 震央分布図 
（1923 年１月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 

「平成 30 年北海道胆振東部地震」
の最大規模の地震 

今回の地震 

昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震 

図２－６ 領域ｂ内の発震機構分布図 
（2018 年９月６日～2019 年４月 30 日、

深さ０～60km、M≧3.5） 

シンボルから伸びる点線は圧力軸の方向を示し 
茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による
活断層を示す 
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第2図(b)  つづき 
Fig. 2(b)  Continued 



 

表１－１ 「平成 30 年北海道胆振東部地震」による被害状況 

（平成 31 年１月 28 日 14 時 30 分現在、総務省消防庁による） 

 

都
道
府
県 

地方 

人的被害 住家被害 
非住家 

被害 
火災 

死者 
負傷者 

全壊 半壊 
一部破

損 重傷 軽傷 

人 人 人 棟 棟 棟 棟 件 

北
海
道 

空知  1 5  2 91   

石狩 2 4 320 114 728 5,020 37  

後志      15   

胆振 39 23 339 345 782 6,880 2,418 2 

日高 1 1 39 3 57 581 1  

渡島   10  1 12   

宗谷   1      

十勝  2 16   1   

釧路   1      

 計 42 31 731 462 1,570 12,600 2,456 2 

    ※2019 年 2 月 21 日の胆振地方中東部の地震の被害は、(1)概要の本文参照（上表に 
は含まれていない）。 
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第2図(c)  つづき 
Fig. 2(c)  Continued 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１－２ 震度１以上の最大震度別地震回数表（2018 年９月６日～2019 年４月 30 日） 
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第2図(d)  つづき 
Fig. 2(d)  Continued 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２－９ 内陸及び沿岸で発生した主な地震の地震回数比較（Ｍ≧3.5、2019 年４月 30 日 24 時 00 分現在）
マグニチュードは最大のものを示す。 

「平成 30 年北海道胆振東部地震」は、９月６日 03 時 07 分の地震からの経過日数及び積算回数を示す。 
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第2図(e)  つづき 
Fig. 2(e)  Continued 



第2図(g) 
第2図(f) 

第2図(f)  つづき 
Fig. 2(f)  Continued 
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第2図(g)  つづき 
Fig. 2(g)  Continued 
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第2図(h)  つづき 
Fig. 2(h)  Continued 
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第2図(i)  つづき 
Fig. 2(i)  Continued 
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第2図(j)  つづき 
Fig. 2(j)  Continued 
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第2図(k)  つづき 
Fig. 2(k)  Continued 
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第2図(l)  つづき 
Fig. 2(l)  Continued 
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第2図(m)  つづき 
Fig. 2(m)  Continued 
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第2図(n)  つづき 
Fig. 2(n)  Continued 
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第2図(o)  つづき 
Fig. 2(o)  Continued － 38 －



第3図 2018年11月2日 オホーツク海南部の地震 
Fig. 3  The earthquake south of the Sea of Okhotsk on November 2, 2018. 
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11 月５日 国後島付近の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年11月５日04時26分に国後島付近の深
さ20kmでM6.3の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は陸のプレートの地殻内で発生した。
発震機構（CMT解）は西北西－東南東方向に圧
力軸を持つ逆断層型である。今回の地震とほぼ
同じ場所で、同年10月26日12時04分にM5.5の地
震（最大震度３）が発生し、地震活動が活発と
なっている。 
 1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ａ）では、M4.0程度の地震が
度々発生しているが、Ｍ６を超える地震は今回
が初めてである。 

ｂ 

ａ 

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 11 月 30 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2018 年 11 月以降の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 11 月 30 日、 

深さ０～60km、M≧5.0） 
2018 年 11 月以降の地震を赤く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

国後島 

今回の地震 

（2018 年 10 月１日～11 月 30 日） 

1923年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震はまれ
に発生している。今回の地震の震央から西南西
に約120km離れた場所では、1956年３月６日に
網走沖でM6.3の地震（最大震度３）が発生し、
ごく軽微な被害を生じた（「日本被害地震総覧」
による）。また、網走では７cmの津波を観測し
た（「北海道の地震津波」（札幌管区気象台）に
よる）。 

第4図 2018年11月5日 国後島付近の地震 
Fig. 4  The earthquake near Kunashiri Island on November 5, 2018. 
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12 月 30 日 十勝地方南部の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年12月30日04時08分に十勝地方南部
の深さ51kmでM5.3の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は太平洋プレートと陸
のプレートの境界で発生した。発震機構は
北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で
ある。また、この地震の約18秒後にM4.9の
地震が発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上
の地震がしばしば発生している。2012年８
月25日にはM6.1の地震（最大震度５弱）が
発生した。 

1923年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、1970年１月21
日に発生したM6.7の地震（最大震度５）に
より、負傷者32人、住家全壊２棟などの被
害が生じている（「日本被害地震総覧」によ
る）。 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

ｂ 

ａ 
今回の地震 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

ｃ 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年 12 月の地震を○で表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1923年１月１日～2018年 12月 31日、

深さ０～100km、M≧5.0） 

襟裳岬 

第5図 2018年12月30日 十勝地方南部の地震 
Fig. 5  The earthquake in the southern part of Tokachi region on December 30, 2018 
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３月２日 根室半島南東沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年３月２日12時22分に根室半島南東沖
の深さ33km（CMT解による）でM6.2の地震（最
大震度４）が発生した。この地震は太平洋プレ
ート内部で発生した。発震機構（CMT解）が南
北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ａ）では、M6.0以上の地震が
発生したのは今回が初めてである。 

1922 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が
今回の地震を含め４回発生している。被害が生
じる地震は発生していない。 

領域 a 内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

今回の地震 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2019 年３月 31 日、 

深さ０～200km、M≧3.0） 
2019 年３月の地震を○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年３月 31 日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 

今回の地震の

震央位置 

平成６年（1994 年） 

北海道東方沖地震 

※今回の地震の深さは CMT 解による
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第6図(a) 2019年3月2日 根室半島南東沖の地震 
Fig. 6(a)  The earthquake southern east off the Nemuro Peninsula on March 2, 2019 



第6図(b)  つづき 
Fig. 6(b)  Continued 
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第6図(c)  つづき 
Fig. 6(c)  Continued 
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第6図(d)  つづき 
Fig. 6(d)  Continued 
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４月 15 日 釧路沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～200km、M≧2.5） 
2019 年４月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

2019年４月15日05時28分に釧路沖の深さ43km
でM5.1の地震（最大震度３）が発生した。この地
震は太平洋プレートと陸のプレートの境界で発
生した。発震機構（CMT解）は北西－南東方向に
圧力軸を持つ逆断層型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が時々
発生している。最大規模の地震は2004年11月29
日に発生したM7.1の地震（最大震度５強）で、根
室市花咲で12cmの津波を観測した。この地震によ
り、負傷者52人、住家被害５棟などの被害が生じ
た（「日本被害地震総覧」による）。 

1922 年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震がしば
しば発生している。2003 年９月 26 日の「平成 15
年（2003 年）十勝沖地震」（M8.0、最大震度６弱）
では、十勝港で 255cm の津波を観測するなど、北
海道から四国の太平洋沿岸で津波を観測した。こ
の地震により、北海道では死者１人、行方不明者
１人、負傷者 847 人、住家被害 2,065 棟などの被
害が生じた（「理科年表」による）。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～100km、M≧6.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ 

今回の地震 

の震央位置 

今回の地震

Ａ 

ａ 

Ｂ 

ｂ 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

平成 15 年（2003 年）

十勝沖地震 

平成 15 年（2003 年） 

十勝沖地震 

1973 年６月 17 日

根室半島沖地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

第7図 2019年4月15日 釧路沖の地震 
Fig. 7  The earthquake off Kushiro on April 15, 2019 
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４月 28 日 十勝地方南部の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2019 年４月の地震を○で表示 

2019年４月28日02時24分に十勝地方南部の深
さ102kmでM5.6の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は太平洋プレート内部で発生した。発震
機構はプレートの沈み込む方向に張力軸を持つ
型である。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が今回
の地震を含めて３回発生している。2013年２月２
日にはM6.5の地震（最大震度５強）が発生し、負
傷者14人、住家一部破損１棟の被害が生じた（「総
務省消防庁」による）。 

1922 年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震がしば
しば発生している。1970 年１月 21 日に発生した
M6.7 の地震（最大震度５）では、負傷者 32 人、
住家全壊２棟、半壊７棟などの被害が生じた（「日
本被害地震総覧」による）。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ 50～150km、M≧6.0） 

今回の地震 

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

今回の地震 

ｃ 

Ａ Ｂ 

Ａ 

今回の地震 

の震央位置 

Ｂ 

平成５年（1993 年）

釧路沖地震 

第8図 2019年4月28日 十勝地方南部の地震 
Fig. 8  The earthquake in the southern part of Tokachi region on April 28, 2019 
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